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概要	
	
1日目、4月 10日火曜日		
	
8.15	–	9.00	 受付		
9.00	–	9.05	 開会	
9.05	–	9.15	 基調講演		

Moriyuki	Iwanaga,	Executive	Managing	Director,	Tokyo	Stock	Exchange	
9.15	–	9.25	 RI挨拶	
9.25	–	9.35	 リード・スポンサー挨拶		

Noboru	Yoshioka,	Chairman,	QUICK	Corp.	
9.35	–	10.10	 基調インタビュー	

Hiro	Mizuno,	Executive	Managing	Director	and	Chief	Investment	Officer,	GPIF	
and	Board	Director,	PRI		
インタビュアー:	Sophie	Robinson-Tillett	,	Deputy	Editor,	Responsible	Investor	

10.10	–	10.40	 休憩・参加者交流	
																																																																																						提供	
	

10.40	–	11.50	 アセットオーナー・スポットライト	
アセットオーナー企業による協議・意見交換：グローバル規模での年金基

金に関わる共通課題（資金調達、リスク、継続的リターン）	
	
スピーカー:	Majdi	Chammas,	Head	of	External	Management,	AP1	
Hiroshi	Komori,	Senior	Director,	Stewardship	&	ESG	Division,	Public	Market	
Investment	Department,	GPIF	
Brian	Rice,	Portfolio	Manager,	Investments	–	Corporate	Governance,	CalSTRS	
	
モデレーター:	Sophie	Robinson-Tillett	,	Deputy	Editor,	Responsible	Investor	

11.50	–	12.10	 基調講演		
アセットオーナーがいかに長期投資や財務管理をポリシーに組み込んでい

るか	
• このような投資判断の変化の背後にある諸要因	
• 日本および世界中のベストプラクティスの構成要素	
• この分野にいかに年金基金の管理が貢献しているか	
• ユニバーサル・オーナーの特別な立ち位置	―	大規模、長期的、統
率力を考えたファンド	

• 今後 5年間のこの分野の状況	
	
プレゼンター:	Roger	Urwin,	Global	Head	of	Investment	Content,	Investment	
Consulting,	Willis	Towers	Watson	(UK)	

12.10	-	13.20	 昼食・参加者交流	
13.20	-	14.20	 資産管理会社スポットライト	
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資産管理会社ではスチュワードシップをどのように扱っているか、投資先

の選択・決定についてどのように開示しているか、代理アドバイザーを利

用しているのか？潜在的な利害の衝突にどのように対処しているのか？	
手数料について：スチュワードシップ、エンゲージメント、報告義務につ

いてより多くを求められる中、資産管理会社はいかに手数料の値下げ要求

に応えるべきなのか？	
	
スピーカー:	Christopher	Greenwald,	Head	of	Sustainable	Investment	Research,	
Sustainable	and	Impact	Investment,	UBS	Asset	Management	(Switzerland)	
Terrence	Murphy,	Chief	Executive	Officer,	ClearBridge	Investments	(USA)	
Will	Oulton,	Global	Head,	Responsible	Investment,	First	State	Investments	(UK)	
	
モデレーター:	Mariko	Kawaguchi,	Chief	Researcher,	Daiwa	Institute	of	
Research	

14.20	–	14.30		 基調講演:	Kiyotaka Sasaki,	Vice	Commissioner	for	Policy	Coordination,	Financial	
Services	Agency	

同時開催セッション	
	
14.30	-	15.30	

東証ホール	
企業スポットライト	
国連の持続可能な開発目標

（SDGs）は、企業がその事業利益
を追求する一方で、環境維持開発

にも継続的で拡張性のある投資を

行うようにするための効果的なフ

レームワークである。この分野に

おける活動を拡大するため、企業

は何を行っているのか。投資を行

っている他の組織は、世界有数の

大手企業からコーポレートガバナ

ンスおよび持続可能性への取り組

みについて何を学ぶことができる

のか？	
	
スピーカー:	Chieko	Matsuda,	
External	Director,	Hitachi	Chemical	
Corp.	and	Professor	of	Social	Sciences,	
Tokyo	Metropolitan	University	
Mana	Nakazora,	Chief	Credit	Analyst,	
Head	of	Investment	Research,	BNP	
Paribas	Securities	
Ryohei	Yanagi,	CFO,	Eisai	Co.	and	
Visiting	Professor,	Toyo	University	

プレゼンテーションステージ	
14.45	–	15.30	

ケーススタディ:インフラストラク
チャー：土、水、風、火：地球を立

て直す	
低炭素化経済への地球規模の流れは

、農業、廃棄物、公衆衛生、再生可

能エネルギー、輸送手段など、広い

分野で非常に多くの投資機会を生み

出している。世界が見直され、カー

ボンニュートラルへと再構築されて

いる昨今、社会基盤への投資機会（

投資プライオリティともいわれてい

る）は、アセットオーナー共通のテ

ーマとなっている。本パネルでは、

大手機関投資家がいかに社会基盤へ

割り当てをしているか、社会基盤へ

の投資がいかに実行されているか、

その社会基盤がどの程度プラスアル

ファを生み出せるかを紹介する。	
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モデレーター:	Asako	Nagai,	Director,	
Tokyo	office,	BSR	

スピーカー:	Ryuichi	Horie,	Co-founder	
and	CEO,	CSR	Design	Green	Investment	
Advisory	
Yasuhiro	Matsui,	Head	of	Renewable	
Energy	Finance	Team,	Development	
Bank	of	Japan	
Chris	Newton,	Executive	Director,	
Responsible	Investment,	IFM	Investors	
(Australia)	
	
モデレーター:	Rick	Walters,	Director	
Infrastructure,	GRESB	
	

15.30	–	15.50	 休憩・参加者交流																																																
	
15.50	-	16.50	

東証ホール	
アジア太平洋地域スポットライト	
アジアは持続可能な投資を戦略の

主流として構築する大きな可能性

を秘めている。しかし、これまで

にこの地域はどの程度持続可能な

責任投資の慣行の採用を進めてき

たのか？これらの問題に取り組む

にあたり民間資金を効果的に活用

できるよう、公共の政策はいかに

利用されているのか？	
	
スピーカー:		Linda-Eling	Lee,	
Managing	Director,	Global	Head	of	
ESG	Research,	MSCI	(USA)	
Siti	Safinah	Salleh,	Senior	Vice	
President,	Managing	Directors	
Office,	Khazanah	Nasional	Berhad	
(Malaysia)	
Yeo	Lian	Sim,	
Special	Advisor,	Singapore	Exchange	
(SGX)		
Jeanne	Stampe,	Head,	Asia	Finance	
and	Commodities,	WWF	(Singapore)	
	
モデレーター:	Gregory	Elders,	ESG	
Senior	Analyst,	Bloomberg	

プレゼンテーションステージ	
15.50	–	16.50	

（継続）	
インフラストラクチャー：土、水、

風、火：地球を立て直す	
低炭素化経済への地球規模の流れは

、農業、廃棄物、公衆衛生、再生可

能エネルギー、輸送手段など、広い

分野で非常に多くの投資機会を生み

出している。世界が見直され、カー

ボンニュートラルへと再構築されて

いる昨今、社会基盤への投資機会（

投資プライオリティともいわれてい

る）は、アセットオーナー共通のテ

ーマとなっている。本パネルでは、

大手機関投資家がいかに社会基盤へ

割り当てをしているか、社会基盤へ

の投資がいかに実行されているか、

その社会基盤がどの程度プラスアル

ファを生み出せるかを紹介する。	
	
スピーカー:	Ryuichi	Horie,	Co-founder	
and	CEO,	CSR	Design	Green	Investment	
Advisory	
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Yasuhiro	Matsui,	Head	of	Renewable	
Energy	Finance	Team,	Development	
Bank	of	Japan	
Chris	Newton,	Executive	Director,	
Responsible	Investment,	IFM	Investors	
(Australia)	
	
モデレーター:	Rick	Walters,	Director	
Infrastructure,	GRESB	
	

16.50	–	17.00	 閉会挨拶	
17.00	-	19.00	 レセプション	

	
基調講演:Taro	Kono,	Foreign	Minister	of	Japan		

	
	
2日目、4月 11日	
	
8.30	–	9.00	 受付	
9.00	–	9.10	 開会	
9.10	–	9.20	 基調講演:	Kris	Douma,	Director	Investment	Practice	and	Engagement,	PRI	
9.20	–	10.20	 SDGsに対する投資の例は存在するか？	

国連とその加盟国は 17の持続可能な開発目標およびその進捗を表す 169
の関連ターゲットに、多くの政治的資本を費やしている。また国連は、

SDGs主導の投資、スチュワードシップ、官民パートナーシップが、あら
ゆるアセットクラスにおいて SDGsの前進に重要な役割をはたすことを明
確にしてる	。しかし SDGsに対する投資の例はあるのだろうか？	
	
スピーカー:	Bowen	Gu,	Investor	Engagement	Researcher,	Access	to	Medicine	
Foundation	
Heather	McLeish,	Senior	Manager,	Climate	Change	&	Sustainability,	EY	Japan	
Mary	Jane	McQuillen,	Managing	Director,	Head	of	ESG	Investment	and	Portfolio	
Manager,	ClearBridge	Investments	(USA)	
Shunsuke	Tanahashi,	General	Manager	of	Japan,	Senior	Vice	President,	Partners	
Group		
	
モデレーター:	Kris	Douma,	Director	Investment	Practice	and	Engagement,	PRI	

同時開催セッション	
	
10.20	-	11.25	

東証ホール	
ハイリターンに向けた債券ポート

フォリオの再編成		
	

プレゼンテーションステージ	
10.35	–	11.30	
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債券投資判断へ ESG要件を組み込
む戦略を奨励するため、大手アセ

ットオーナーやアセットマネジャ

ー、ESG投資やインパクト投資の
先導者たちは連携を進めている。

例えば、世界銀行と GPIFは投資戦
略への ESGインテグレーションを
振興するパートナーシップを発表

した。	
	
ESGを債券ストラテジーに組み込
むことによって、いかにリターン

の向上を図るかを、パネリストが

説明する。	
	
スピーカー:	Yoshiyuki	Arima,	Lead	
Financial	Officer	and	Representative,		
The	World	Bank	Treasury	(Japan)	
Jonathan	Bailey,	Head	of	ESG	
Investing,	Neuberger	Berman	(USA)	
Mari	Yoshitaka,	Part-time	Lecturer,	
Gratitude	School	of	Media	and	
Governance,	Keio	University	
	
	
モデレーター:	Sophie	Robinson-
Tillett,	Deputy	Editor,	Responsible	
Investor	

パネルディスカッション：報告と開

示：インベストメントチェーンにも

たらされる付加価値とは	
SASB、GRI、IIRCなどの国際基準を
定める機関は、企業セクターの説明

責任を拡大しようとしている。この

パネルディスカッションでは、会社

や投資家が実質的かつ長期的に経営

及び投資判断を行う際に、サステナ

ビリティの報告や開示がいかに役立

つかを取り上げる。	
	
パート 1.	 序論：誰が何をすべきか	
	
スピーカー:	Katie	Schmitz	Eulitt,	
Strategic	Advisor,	Sustainability	
Accounting	Standards	Board	(SASB)	
Hiroko	Ozawa,	Region	Lead,	Japan,	
International	Integrated	Reporting	
Council	(IIRC)	
Hidemi	Tomita,	Japan	Director,	Global	
Reporting	Initiative	(GRI)	
	
モデレーター:	Robert	Barker,	
Managing	Director,	Head	of	
Sustainable	Finance	&	Investment,	
Global	Markets	Asia	Pacific,	BNP	
Paribas	

	
11.25	-	12.30	

東証ホール	
パッシブ投資スポットライト	
ESG統合型パッシブ投資の取引量
と高度化は驚くべき成長を遂げて

いる。パッシブ投資への ESG統合
の推進力となっているものは何

か？ESG指標は、より良いリスク
対応とリターンを約束するものだ

ろうか？パッシブ・ポートフォリ

オにおける被投資会社とのエンゲ

ージメントは、いかに効果的か？	
	

プレゼンテーションステージ	
11.30	–	12.30	

（継続）	
パネルディスカッション：報告と開

示：インベストメントチェーンにも

たらされる付加価値とは	
SASB、GRI、IIRCなどの国際基準を
定める機関は、企業セクターの説明

責任を拡大しようとしている。この

パネルディスカッションでは、会社

や投資家が実質的かつ長期的に経営

及び投資判断を行う際に、サステナ
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スピーカー:	Arisa	Kishigami,	Head	of	
ESG,	Asia	Pacific,	FTSE	Russell	
Neil	McIndoe,	Head	of	Environmental	
Finance,	Trucost,	part	of	S&P	Dow	
Jones	Indices	
Kazunori	Nakatsuka,	Head	of	
Research,	QUICK	ESG	Research	Center,	
QUICK	Corp.	
	
モデレーター:	Yasuyuki	Kato,	
Professor,	Graduate	School	of	
Management,	Kyoto	University	

ビリティの報告や開示がいかに役立

つかを取り上げる。	
パート 2.	 報告・開示から行動・実
績評価まで		
	
スピーカー:	Edward	Baker,	Senior	
Policy	Advisor,	Climate	and	Energy	
Transition,	PRI	
Tsukasa	Kanai,	Chief	Sustainability	
Officer,	Sumitomo	Mitsui	Trust	Bank	
Takuya	Fukumoto,	Director,	Industrial	
Finance/New	Business	Division,	
Economic	and	Industrial	Policy	Bureau,	
Ministry	of	Economy,	Trade	and	
Industry	
Yoichi	Mori,	Technical	Director,	
Japanese	Institute	of	Certified	Public	
Accountants		
	
モデレーター:	Masaaki	Nagamura,	
General	Manager,	CSR	Strategy	and	
Synergy	Dept.,	Tokio	Marine	Holdings	

12.30	–	13.30	 昼食・参加者交流	
13.30	–	13.50		 プレゼンテーション:	エンゲージメント A-Z		

プレゼンター:	Paul	Chandler,	Head	of	Environmental	Issues,	PRI	
13.50	–	14.30		
	

ケーススタディ	 	
テーマ別エンゲージメントのベストプラクティスおよびガイドライン	

A) 役員の構成とダイバーシティ	
プレゼンター:	Bruce	Duguid,	Director,	Engagement,	Hermes	EOS	(UK)	
	

B) サステナブル・シーフード		
プレゼンター:	Benjamin	McCarron,	Managing	Director,	Asia	Research	
and	Engagement	(ARE)	

14.30	-	15.30	 気候変動への協働と低炭素経済への適応		
このパネルディスカッションでは、次の事項について模索する。	

• 投資家が気候面でのリスクやチャンスをいかに投資戦略に組み込
んでいるか	

• 格付け会社はいかに気候変動への影響を査定し、格付け、評価、
調査に組み込んでいるのか	
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• 投資家や政策立案者、企業が市場での低炭素化への移行をいかに
進めているのか	

• 低炭素への移行が成功した場合に取り組むべき直近の課題とは	
• 炭素に関する規則と報告	

	
スピーカー:	Brian	Cahill,	Managing	Director,	Moody’s	Investors	Service	
(Australia)	
Divya	Mankikar,	Investment	Manager	of	Sustainability,	CalPERS	(USA)	
Bertrand	de	Mazières,	Director	General	of	Finance,	European	Investment	Bank	
(France)	
Heidi	Khashabi	Ridley,	Chief	Executive	Officer,	AXA	Rosenberg	Group	(USA)	
モデレーター:	Michiyo	Morisawa,	Head	of	Japan,	PRI	

15.30	–	16.30	 リスク、リターン、インパクト	
インパクト投資がグローバルに勢いを増す中、本パネルでは以下のいく

つかの問題に注目する：	
	

• なぜ投資家は、自身の投資を通じてインパクトを与えようとして	
いるのか。	

• どのように財務リターンとともに、有益な社会的および環境イン
パクトを産みだしているか:アプローチと戦略		

• 上場・未上場のインパクトにおける機会		
• 公募株におけるインパクト投資が、測定可能で前向きな社会的お
よび環境インパクトを作り出しながら、どのようにグローバル株

式を上回るか	
• 日本におけるインパクト投資状況の概要	

	
スピーカー:		Matt	Christensen,	Head	of	Responsible	Investment,	AXA	
Investment	Managers	(France)	
Fumi	Sugeno,	Senior	Officer,	Japan	Social	Impact	Investment	Foundation	(SIIF)	
Quyen	V.	Tran,	Equity	Portfolio	Specialist,	Wellington	Management	(USA)	
モデレーター:	Emi	Matsukawa,	Principal,	QUICK	ESG	Research	Center,	QUICK	
Corp.		

16.30	–	16.40	 閉会挨拶	
Etsuya	Hirose,	Head	of	ESG	Research	Center,	QUICK	Corp.		

	


